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それではご覧ください



(1)学校移⾏期とは
• ⼩中⾼校、⼤学という学校階梯

• 学年進級
• 上級学校への進学

• ⼩学⽣と中学⽣の違い
• 児童と⽣徒
• 児童期と⻘年期前期
• 最上級⽣（⼩6）から最下級⽣（中1）へ

• 未知の世界へと⾜を踏み出す
• 不安と期待
• 周囲からのまなざし
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(2)中学校⽣活への期待と不安
• ⼩学校6年の3学期

• 中学校⽣活への期待と不
安を4件法で質問

• 中学校1年の1学期と
2学期に追跡調査
(都筑, 2001)

• 期待あり・不安あり群は、
「変化」「熱中」「願
い」で最もポジティブ

• 期待と不安はコインの裏
表
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(3)将来の希望の縦断的変化
• ⼩４から中３まで、３

つの学年コホートの縦
断データ（都筑, 2008)

• 学年が上がるにつれて、
将来の希望は低下して
いく

① 学年が上がると、将
来に希望を持てなく
なる

② 認知能⼒の⾼まりに
よって、物事を現実
的に考えられるよう
になる

(都筑, 2008)
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(4)学校移⾏期における変化
• ⼩6の学校適応タイプ

• 学校享受群
• 勉強ストレス群
• 勉強嫌悪群
• 学校忌避群

• ⼩6から中1での将来 の
希望の変化

• 学校享受群 やや低下
• 勉強ストレス群 低下
• 勉強嫌悪群 ほぼ同じ
• 学校忌避群 上昇

• 環境移⾏期
• ピンチでもあり、チャンス

でもある
(都筑, 2008)

4



(5)研究と学校教育の結びつき
• 学校移⾏期に焦点を当てた縦断研究を通じて、

⼦どもの発達についての新たな知⾒を⾒出した
• ⼩学校から中学校への移⾏が有する発達的意味

• 不安が期待と合わさることで⽣み出される⼒
• 環境移⾏期をチャンスと捉えられる⼦どもの存在

• ⼩中⼀貫教育科研
（2012〜現在まで）

• ⼩中⼀貫校の問題点を
発達⼼理学の視点から
調査によって検討する

（梅原・⼭本・都筑,2021)
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